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航空機騒音の測定方法及び評価方法

航空機騒音を測定・評価する上で準拠した関係法・基準等

大阪国際空港は「公共用飛行場周辺における航空機騒音による障害の防止等に関する法律」（以

下、「騒防法」）第 条により特定飛行場と規定されていることから、空港周辺に騒音測定局を設置し、

環境省が定める測定・評価マニュアルに準拠し、航空機騒音の常時監視を実施している。

なお、航空機騒音に係る環境基準については、環境庁告示の改正により、 年 月 日から航空

機騒音測定評価指標が加重等価平均感覚騒音レベル から時間帯補正等価騒音レベル

へと変更となっている。過去からの継続の観点から、 についても参考として評価してい

る。 の単位はデシベル［ ］、 は単位無し）

 公共用飛行場周辺における航空機騒音による障害の防止等に関する法律
（昭和 年 月 日法律第 号）

（改正 平成 年 月 日法律第 号）

 環境基本法 （平成 年 月 日法律第 号）

（改正 令和 年 月 日法律第 号）

 航空機騒音に係る環境基準について
（昭和 年 月 日環境庁告示第 号）

（改正 平成 年環境省告示第 号）

 航空機騒音測定・評価マニュアル （平成 年 月 日）

（改正 令和 年 月）

航空機騒音の判別方法

 最大騒音レベルが暗騒音より デシベル以上大きく、運航情報や航空機応答信号情

報との照合を行うことで大阪国際空港を離着陸した航空機由来と判別した騒音を航

空機騒音とする。

着陸もしくはそのための進入の継続を断念し、上昇体制に移る航空機（ゴーアラウンド）が

発生させる航空機騒音についても、 の条件を満たす場合 つの騒音イベントとする。

− 1 −



航空機騒音自動監視システム

日本音響エンジニアリング株式会社製 航空機騒音自動監視システム

航空機騒音測定集計期間

年 月 日 ～ 年 月 日

航空機騒音測定局名及び設置場所

 緑ヶ丘センター測定局（略：緑ヶ丘 昭和 年度設置）

兵庫県伊丹市緑ヶ丘 丁目 番 伊丹市立緑ヶ丘センター屋上

 北野センター測定局（略：北野 平成 年度設置）

兵庫県伊丹市北野 丁目 番 伊丹市立北野センター屋上

 神田会館測定局（略：神田 昭和 年度設置）

大阪府池田市神田 丁目 番 号 池田市立神田会館屋上

 久代小学校測定局（略：久代 昭和 年度設置）

兵庫県川西市久代 丁目 番 号 川西市立久代小学校屋上

 安倉中学校測定局（略：安倉中 平成 年度宝塚市安倉会館より移設）

兵庫県宝塚市安倉中 丁目 番 号 宝塚市立安倉中学校屋上

 阪神特別支援学校測定局（略：阪神 昭和 年度設置）

兵庫県西宮市田近野町 番 号 兵庫県立阪神特別支援学校屋上

 利倉センター測定局（略：利倉 昭和 年度設置）

大阪府豊中市利倉 丁目 番 号 豊中市立利倉センター屋上
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航空機騒音自動監視システム

日本音響エンジニアリング株式会社製 航空機騒音自動監視システム

航空機騒音測定集計期間

年 月 日 ～ 年 月 日

航空機騒音測定局名及び設置場所

 緑ヶ丘センター測定局（略：緑ヶ丘 昭和 年度設置）

兵庫県伊丹市緑ヶ丘 丁目 番 伊丹市立緑ヶ丘センター屋上

 北野センター測定局（略：北野 平成 年度設置）

兵庫県伊丹市北野 丁目 番 伊丹市立北野センター屋上

 神田会館測定局（略：神田 昭和 年度設置）

大阪府池田市神田 丁目 番 号 池田市立神田会館屋上

 久代小学校測定局（略：久代 昭和 年度設置）

兵庫県川西市久代 丁目 番 号 川西市立久代小学校屋上

 安倉中学校測定局（略：安倉中 平成 年度宝塚市安倉会館より移設）

兵庫県宝塚市安倉中 丁目 番 号 宝塚市立安倉中学校屋上

 阪神特別支援学校測定局（略：阪神 昭和 年度設置）

兵庫県西宮市田近野町 番 号 兵庫県立阪神特別支援学校屋上

 利倉センター測定局（略：利倉 昭和 年度設置）

大阪府豊中市利倉 丁目 番 号 豊中市立利倉センター屋上

 豊南小学校測定局（略：豊南 昭和 年度設置）

大阪府豊中市豊南町西 丁目 番 号 豊中市立豊南小学校屋上

 毛馬排水機場測定局（略：毛馬 昭和 年度設置）

大阪府大阪市北区長柄東 丁目 番 号 毛馬排水機場屋上

 原田センター測定局（略：原田 昭和 年度設置）

大阪府豊中市原田元町 丁目 番 豊中市立原田センター屋上

欠測期間 な し

機種別表示一覧

機種別表示一覧

表記 機種名 表記 機種名

ボーイング ‐ エアバス

ボーイング ‐ エアバス

ボーイング ‐ エアバス

エアバス エンブラエル

ボーイング ‐ エンブラエル

ボーイング ‐ ボンバルディア

ボーイング ‐ ボンバルディア ‐

ボーイング ‐ ‐
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利利倉倉セセンンタターー （（豊豊中中市市））

原原田田セセンンタターー （（豊豊中中市市））
豊豊南南小小学学校校（（豊豊中中市市））

毛毛馬馬排排水水機機場場（（大大阪阪市市））

緑緑ヶヶ丘丘セセンンタターー （（伊伊丹丹市市））

北北野野セセンンタターー （（伊伊丹丹市市））

安安倉倉中中学学校校（（宝宝塚塚市市））

阪阪神神特特別別支支援援学学校校（（西西宮宮市市））

久久代代小小学学校校（（川川西西市市））

神神田田会会館館（（池池田田市市））

航空機騒音測定局 配置図

ＡＡ滑滑走走路路

ＢＢ滑滑走走路路

騒騒音音測測定定局局名名（（所所在在市市））

環環境境基基準準：：単単位位ははデデシシベベルル
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伊丹市

豊中市

川西市

尼崎市

宝塚市

池田市

大阪市

西宮市

測定局数

※１　2020年12月から2022年3月の期間、遺族会館に設置

33..  大大阪阪国国際際空空港港騒騒音音測測定定局局のの変変遷遷

設置場所

久代小学校

豊南小学校

桜台小学校

武庫東小学校

末成小学校

瑞穂小学校

浜小学校

早苗の森会館

利倉センター

神田会館

緑ヶ丘センター

毛馬排水機場

原田センター

労働福祉会館

安倉会館 安倉中学校

北野センター

阪神養護支援学校

※1
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4. 滑走路使用状況

測定期間：2023年04月01日 ～ 2024年03月31日

運用 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

Ｒ／Ｗ１４ 回数

離陸 割合（％）

Ｒ／Ｗ１４ 回数

着陸 割合（％）

回数

割合（％）

Ｒ／Ｗ３２ 回数

離陸 割合（％）

Ｒ／Ｗ３２ 回数

着陸 割合（％）

回数

割合（％）

離陸（回数）

合計 着陸（回数）

計（回数）

小計

小計
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測定期間：2023年04月01日 ～ 2024年03月31日

(月間総機数については、ヘリを除く)

(風速1kt≒0.514m/s)

月 日 風向
風速 使用

機数
日数
合計

合計
使用
機数

総機数
使用
割合

月 日 風向
風速 使用

機数
日数
合計

合計
使用
機数

総機数
使用
割合

～

～ 東 ～

～ 東南東 ～

～

～ 東 ～

～ 東北東
※1

～ 東

～ 東

～ 東北東

～ 南東

※1

～ 東南東

～ 東

※1

※1

※1

※1

～ 東

5. 滑走路14使用状況　　

時間 時間

2023年度合計

※1 パイロット要請のため 使用
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6. 各月の気温・湿度・風速・風向 6. 各月の気温・湿度・風速・風向
測定期間：2023年04月01日 ～ 2024年03月31日 温度：℃　湿度：％　風速：kt

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

平均 平均 風速 最頻 平均 平均 風速 最頻 平均 平均 風速 最頻 平均 平均 風速 最頻 平均 平均 風速 最頻 平均 平均 風速 最頻

日 温度 湿度 平均 最大 風向 温度 湿度 平均 最大 風向 温度 湿度 平均 最大 風向 温度 湿度 平均 最大 風向 温度 湿度 平均 最大 風向 温度 湿度 平均 最大 風向

月集計
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6. 各月の気温・湿度・風速・風向
測定期間：2023年04月01日 ～ 2024年03月31日 温度：℃　湿度：％　風速：kt

月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平均 平均 風速 最頻 平均 平均 風速 最頻 平均 平均 風速 最頻 平均 平均 風速 最頻 平均 平均 風速 最頻 平均 平均 風速 最頻

日 温度 湿度 平均 最大 風向 温度 湿度 平均 最大 風向 温度 湿度 平均 最大 風向 温度 湿度 平均 最大 風向 温度 湿度 平均 最大 風向 温度 湿度 平均 最大 風向

月集計
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77.. 月月別別ウウイインンドドロローーズズ

測定期間 ： 2023年04月01日 ～ 2024年03月31日

全風速

10kt以上

静穏　風速1kt以下

北

北

東

東

南

東

南

南

西

西

北

西

通年

静穏

風向不定

北

北

東

東

南

東

南

南

西

西

北

西

６月

静穏

風向不定

北

北

東

東

南

東

南

南

西

西

北

西

７月

静穏

風向不定

北

北

東

東

南

東

南

南

西

西

北

西

８月

静穏

風向不定

北

北

東

東

南

東

南

南

西

西

北

西

９月

静穏

風向不定

北

北

東

東

南

東

南

南

西

西

北

西

１０月

静穏
風向不定

北

北

東

東

南

東

南

南

西

西

北

西

１１月

静穏
風向不定

北

北

東

東

南

東

南

南

西

西

北

西

１２月

静穏
風向不定

北

北

東

東

南

東

南

南

西

西

北

西

１月

静穏
風向不定

北

北

東

東

南

東

南

南

西

西

北

西

２月

静穏
風向不定

北

北

東

東

南

東

南

南

西

西

北

西

３月

静穏
風向不定

北

北

東

東

南

東

南

南

西

西

北

西

５月

静穏

風向不定

北

北

東

東

南

東

南

南

西

西

北

西

４月

静穏

風向不定

− 10 −



測定期間：2023年04月01日 ～ 2024年03月31日 （単位：dB）

測定局 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 2023年度

緑ヶ丘

北野

神田

久代

安倉中

阪神

利倉

豊南

毛馬

原田

8. Lden　年報

−
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測定局 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

緑ヶ丘

北野

神田

久代

安倉中

阪神

利倉

豊南

毛馬

原田

2015年度までは新関西国際空港株式会社が測定。

※緑ヶ丘局について4月1日から7月31日の期間、移設により欠測

9. Ldenの推移

※
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測定期間：2023年04月01日 ～ 2024年03月31日

測定局 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 2023年度

緑ヶ丘

北野

神田

久代

安倉中

阪神

利倉

豊南

毛馬

原田

（参考）WECPNL　年報
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測定局 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

緑ヶ丘

北野

神田

久代

安倉中

阪神

利倉

豊南

毛馬

原田

2015年度までは新関西国際空港株式会社が測定。

※緑ヶ丘局について4月1日から7月31日の期間、移設により欠測

（参考）WECPNLの推移

※
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測定期間：2023年04月01日 ～ 2024年03月31日

A滑走路 B滑走路 合計 A滑走路 B滑走路 合計

合計 合計

割合 割合

月
離陸 着陸

月

10. 月別・離着陸別・滑走路別　飛行回数

−
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測定期間：2023年04月01日 ～ 2024年03月31日
測定局 緑ヶ丘 北野 神田 久代 安倉中 阪神 利倉 豊南 毛馬 原田

騒音値ﾊﾟﾜｰ平均

騒音発生回数

騒音値ﾊﾟﾜｰ平均

騒音発生回数

騒音値ﾊﾟﾜｰ平均

騒音発生回数

騒音値ﾊﾟﾜｰ平均

騒音発生回数

騒音値ﾊﾟﾜｰ平均

騒音発生回数

騒音値ﾊﾟﾜｰ平均

騒音発生回数

騒音値ﾊﾟﾜｰ平均

騒音発生回数

騒音値ﾊﾟﾜｰ平均

騒音発生回数

騒音値ﾊﾟﾜｰ平均

騒音発生回数

騒音値ﾊﾟﾜｰ平均

騒音発生回数

騒音値ﾊﾟﾜｰ平均

騒音発生回数

騒音値ﾊﾟﾜｰ平均

騒音発生回数

騒音値ﾊﾟﾜｰ平均

騒音発生回数

騒音値ﾊﾟﾜｰ平均

騒音発生回数

騒音値ﾊﾟﾜｰ平均

騒音発生回数

騒音値ﾊﾟﾜｰ平均

騒音発生回数

騒音値ﾊﾟﾜｰ平均

その他 騒音発生回数

1111..  機機種種別別・・測測定定局局別別　　騒騒音音値値パパワワーー平平均均及及びび騒騒音音発発生生回回数数

               上段 : 騒音値パワー平均　単位 [db]

               下段 : 騒音発生回数　単位 [回]
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測定期間：2023年04月01日～2024年03月31日

機種 離着陸 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 一日平均

離陸

着陸

計

離陸

着陸

計

離陸

着陸

計

離陸

着陸

計

離陸

着陸

計

離陸

着陸

計

離陸

着陸

計

離陸

着陸

計

1122..　　月月別別・・機機種種別別・・離離着着陸陸別別　　飛飛行行回回数数

−
17

−



測定期間：2023年04月01日～2024年03月31日

機種 離着陸 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 一日平均

離陸

着陸

計

離陸

着陸

計

離陸

着陸

計

離陸

着陸

計

離陸

着陸

計

離陸

着陸

計

離陸

着陸

計

離陸

着陸

計

離陸

着陸

計

離陸

着陸

計

1122..　　月月別別・・機機種種別別・・離離着着陸陸別別　　飛飛行行回回数数

 その他

計

−
18

−



測定期間：2023年04月01日 ～ 2024年03月31日

機種型式 N2(07:00～19:00) N3(19:00～22:00) N1(00:00～07:00)

N4(22:00～24:00)

離陸

着陸

離陸

着陸

離陸

着陸

離陸

着陸

離陸

着陸

離陸

着陸

離陸

着陸

離陸

着陸

離陸

着陸

離陸

着陸

離陸

着陸

離陸

着陸

離陸

着陸

離陸

着陸

離陸

着陸

離陸

着陸

その他 離陸

着陸

離陸

着陸

総合計

1133..  離離着着陸陸別別・・機機種種別別・・時時間間帯帯別別　　飛飛行行回回数数

合計 総合計

合計

− 19 −



（参考）大阪国際空港における航空機騒音対策について 

年 月 内容 規制種別 

1965年 11月 原則として、23時から翌朝 6時までの間ジェット機の発着が禁止される。 発着時間 

1969年 11月 

川西市久代小学校測定局において、次表左欄に掲げる時間帯に右側に掲げ

る騒音を超えるおそれのある航空機については、やむを得ない理由がある場

合を除き、大阪国際空港での離着陸を認めないこととした。また、これらの値

を超える騒音が測定された場合には、いわゆる超過騒音として処理。 

 

 

 

 

 

 

※1994.9.4時点の低騒音大型機とは、B747、DC10、L1011、A300 

騒音規制 

1971年 4月 22時から翌朝 7時までの間、郵便機を除く航空機の発着が禁止される。 発着時間 

1974年 

3月 夜間郵便機が廃止される。 発着時間 

5月 
1日の発着回数が 450回から 410回、うちジェット機が 260回から 240回とな

る。 
発着回数 

1975年 12月 

11月 27日に大阪国際空港夜間飛行禁止等請求控訴審の判決が出る。21

時から翌朝 7時までの間、緊急等やむを得ない場合を除き、航空機の離着

陸が禁止される。また、国内線においては、21時以降に発着する航空機のダ

イヤ設定を認めないという措置がとられる。 

発着時間 

1日の発着回数が 400回、うちジェット機が 230回となる。 発着回数 

1976年 7月 
国際線にあっても、21時以降に発着する航空機のダイヤ設定を認めないとい

う措置がとられる。 
発着時間 

1977年 

5月 

低騒音大型ジェット機（B747、L1011、DC10等）の導入にあたっては、これら

の航空機が周辺環境へ及ぼす影響について周辺自治体や住民の理解を深

めるため、テスト・フライトを実施し、騒音、大気汚染等についての測定結果を

公表し、地元の十分な理解を得た上で順次導入していくことを決定。 

就航機材 

10月 １日の発着回数が 370回（うちジェット機が 200回）となる。 発着回数 

在　来　機 ※低騒音大型機

7時から20時まで 107dB（A）

100dB（A）

（但し、着陸機につ

いては107dB（A））

（但し、北側離陸に

ついてのみ）

実 施 年 月 日 1970.2.5 1994.9.4

時　間　帯
騒音の強度（規制基準）

20時から22時まで

97dB（A）



年 月 内容 規制種別 

1978年 8月 

騒音基準適合証明制度により、新騒音基準が強化され、DC9-81、B767、

A300及び A320が適合する機材として、1981～1991年の間に順次導入され

る。 

就航機材 

1981年 12月 

最高裁判所の判決は、午後 9時からの飛行差し止めについて、請求を却下

し、夜間運航規制の問題は行政機関の判断に委ねられることとなった。航空

局は、大阪国際空港の現況を鑑み、夜間運航規制については、当面従来の

方針を維持していくこととした。 

発着時間 

1988年 12月 

国内空港のジェット化及び YS11型機の経年劣化に伴い、関西国際空港開港

までの暫定措置として、YS11型機の代替機材(B767、MD81、MD87、A320）に

限り、1日につき 50回のジェット機特別枠が設定された。 

発着回数 

1992年 5月 YS11型機代替機材として A300-600R を追加し、さらに 50回追加設定。 発着回数 

1994年 9月 

関西国際空港開港に伴い、YS11型機代替分の暫定措置が終了。また、定期

便については新騒音基準適合機のみの運航となる。 

発着回数

就航機材 

国際線が廃止される。 発着回数 

1995年 4月 

航空法の改正に伴い段階的な制限が行われ、2004年 4月以降は新騒音基

準適合機のみの運航となる。大阪国際空港においては、段階的な制限を前

倒しして、関西国際空港開港時（1994年 9月）から、定期便については新騒

音基準適合機のみの運航となる。 

就航機材 

1998年 7月 YS11型機の代替等を含むジェット機の発着枠が 50回追加される。 発着回数 

2002年 
4月 プロペラ機枠を使用してリージョナルジェット機が運航される。 発着回数 

6月 大型防音壁（エンジンテスト場）が使用開始となる。 その他 

2004年 12月 
運用時間を 14時間とすることについて、「大阪国際空港の今後のあり方につ

いて」の最終方針が出され、地元と合意する。 
発着時間 

2005年 4月 B747-400を除く 3発機及び 4発機の乗り入れが禁止される。 就航機材 

2006年 4月 

B747-400について乗り入れが禁止される。 就航機材 

24時間運用から 14時間運用（7時から 21時）となる。 発着時間 

2007年 4月 
YS11型機の代替枠が 2005年及び 2006年に順次縮小され、2007年 4月で

終了。 
発着回数 



年 月 内容 規制種別 

2012年 

4月 新関西国際空港(株)が設立される。 その他 

7月 

大阪国際空港と関西国際空港の実質的な経営統合が行われる。新関西国際

空港(株)は、国、(独法)空港周辺整備機構、および(一財)空港環境整備協会

から、環境対策を承継する。 

その他 

12月 

国土交通省、10市協、新関西国際空港(株)による「協議の場」で、2013年夏

ダイヤより、プロペラ機枠を段階的に低騒音機枠（CRJ1・2・7、E170、B737（-

700、-800に限る）、A320、MD90）化することとした。 

就航機材 

2013年 3月 2013年夏ダイヤより、170回のプロペラ機枠のうち 50回を低騒音機枠化。 就航機材 

2014年 3月 2014年夏ダイヤより、120回のプロペラ機枠のうち 50回を低騒音機枠化。 就航機材 

2015年 

3月 
2015年夏ダイヤより、1日の発着回数 370回のうち、200回がジェット機枠、

170回が低騒音機枠となる。 
就航機材 

10月 B787-8を低騒音機へ追加。 就航機材 

12月 関西エアポート㈱が設立される。 その他 

2016年 4月 
関西エアポート㈱による関西国際空港と大阪国際空港の運営が開始される。 

関西エアポート㈱は、新関西国際空港(株)から環境対策を承継する。 
その他 

2017年 4月 
B787-9を低騒音機へ追加。 

E190を低騒音機へ追加。 
就航機材 

2018年 4月 A321neo及び A321ceoを低騒音機へ追加 就航機材 

2021年 4月 A320neoを低騒音機へ追加 就航機材 

2022年 4月 A359を低騒音機へ追加 就航機材 

 

 

⚫ 誘導路の使用方法について 

 

（１） スタンディングテイクオフ方式 

滑走路端で一度停止し、ある程度エンジン出力を出してからパーキングブレーキを離し離陸する方式である。 

大阪国際空港においては、滑走路 32Lから離陸する航空機については、隣接地域への騒音及び排気ガスの

影響を少なくするため、1981年より誘導路 W-2からのスタンディングテイクオフ方式が優先的に行われている。 

 

（２） ローリングテイクオフ方式 

滑走路末端で停止せずにそのまま離陸する方式である。 



大阪国際空港においては、滑走路末端から離陸滑走を開始する航空機は、平行誘導路上の停止線で待機、

離陸許可を受けた後、滑走路末端に停止することなく徐々に加速し、末端から約 370mの地点でエンジンを離陸

出力にする。（図－1参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 騒音軽減運航方式について 

 

（１） 優先飛行経路の指定 

空港周辺地域における航空機騒音の拡大を防止するため、離陸する全ての航空機を対象に次の優先飛行経

路が運航の安全に支障がない範囲で適用される。 

 

ア．滑走路 32R/Lから離陸する場合 

離陸後 ITE VOR/DME 附近上空を通過し、かつ北端を中国縦貫道路、南端を瑞ヶ池及び昆陽池、並

びに西端を武庫川で囲まれる範囲を飛行するよう左上昇旋回を継続し、ITE VOR/DME 2.2DME を通過

した後、標準計器出発方式に従うこと。（図－2） 

 

イ．滑走路 14R/Lから離陸する場合 

 離陸後、阪神高速道路まで直線飛行し、その後旋回上昇に移し、標準計器出発方式に従うこと。 

  

 

 

 

 

（図－2） 



（２） 騒音軽減運航方式の周知 

空港周辺地域における航空機騒音の影響を軽減するため、全てのジェット機に対して運航の安全に支障のな

い範囲で次のような飛行方式を実施するよう周知している。 

 

ア．急上昇方式 

 離陸して一定高度に達した後、エンジンは通常上昇出力のまま加速を抑え進出距離に対して最高 

の高度が得られるようなフラップ角及び速度を維持して上昇する。 

 

イ．低フラップ角着陸方式 

 滑走路長などに十分余裕がある場合、最大フラップ角までフラップを下げずに、浅いフラップの 

まま着陸する方式であり、機体の空気抵抗の減少に見合うエンジン出力の減少分だけ騒音が低減する。 

 

ウ．ディレイドフラップ進入方式 

   フラップ下げ操作時期を遅くする方式であり、低フラップ角着陸方式と同様に機体の空気抵抗の減少に見

合うエンジン出力の減少分だけ騒音が低減する。 

 

エ．リバース･スラストについて (滑走路 32L 着陸時) 

 19 時から 21 時までの間、リバース･スラスト使用はアイドルまでに制限する。 

 

⚫ 地上試運転の規制について 

航空機エンジンの地上試運転時の騒音が周辺地域におよぼす影響を考慮し、試運転を行う場所、時間を

指定している。 

 

⚫ 駐機時の APUの使用抑制について 

駐機時の航空機 APU からの騒音影響を低減するため、APU の使用時間を原則出発 30 分前に制限し、

GPUの利用を推進している。 

 

 



（２） 騒音軽減運航方式の周知 

空港周辺地域における航空機騒音の影響を軽減するため、全てのジェット機に対して運航の安全に支障のな

い範囲で次のような飛行方式を実施するよう周知している。 

 

ア．急上昇方式 

 離陸して一定高度に達した後、エンジンは通常上昇出力のまま加速を抑え進出距離に対して最高 

の高度が得られるようなフラップ角及び速度を維持して上昇する。 

 

イ．低フラップ角着陸方式 

 滑走路長などに十分余裕がある場合、最大フラップ角までフラップを下げずに、浅いフラップの 

まま着陸する方式であり、機体の空気抵抗の減少に見合うエンジン出力の減少分だけ騒音が低減する。 

 

ウ．ディレイドフラップ進入方式 

   フラップ下げ操作時期を遅くする方式であり、低フラップ角着陸方式と同様に機体の空気抵抗の減少に見

合うエンジン出力の減少分だけ騒音が低減する。 

 

エ．リバース･スラストについて (滑走路 32L 着陸時) 

 19 時から 21 時までの間、リバース･スラスト使用はアイドルまでに制限する。 

 

⚫ 地上試運転の規制について 

航空機エンジンの地上試運転時の騒音が周辺地域におよぼす影響を考慮し、試運転を行う場所、時間を

指定している。 

 

⚫ 駐機時の APU の使用抑制について 

駐機時の航空機 APU からの騒音影響を低減するため、APU の使用時間を原則出発 30 分前に制限し、

GPUの利用を推進している。 
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